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会  議  結  果  （ 報 告 ） 

             

件  名 令和７年度 第１回中野市子ども読書活動推進連絡会議 

日  時 令和７年７月24日（木）午後３時30分から午後４時30分まで 

場  所 中野市役所５階会議室52・53 

出 席 者 

【委 員】小島佐和子委員長、清水幸美委員長代理、戸島裕司委員、 

西澤由里恵委員、中村仁志委員、岩本多津子委員、小林武志委員、 

萩原広美委員、涌田公義委員、町田義文委員、小林薫委員、 

関江里子委員、宇田ほづみ委員（13名） 

【事務局】丸山教育次長、小林生涯学習課長兼図書館長、冨田課長補佐兼生涯学習

推進係長、千田副主幹 

欠 席 者 【委 員】丸山萌葉委員 

 

会議概要 

１ 開会  

  生涯学習課長 

 

２ あいさつ 

  教育次長 

 

３ 自己紹介 

 

（公務のため教育次長退席） 

 

４ 「中野市子ども読書活動推進連絡会議」について 

  ・第３次中野市子ども読書活動推進計画、中野市子ども読書活動推進連絡会議

設置要綱の内容を踏まえて、中野市子ども読書活動推進連絡会議の役割につ

いて説明した。 

・第３次中野市子ども読書活動推進計画が令和８年度末で終了となり、第４次

中野市子ども読書活動推進計画を策定する必要があるため、小島委員、清水

委員、西澤委員、中村委員、丸山委員、岩本委員、小林（薫）委員、関委員、

宇田委員に策定委員となっていただくこととした。 

・令和６年度事業報告および令和７年度事業計画を説明した。 

【意見・質問】 

〇ブックリストについて 

Ａ 委 員：ブックリストがまだ届いていません。 

中学生版はタブレットに市教委がデータを入れてくれるのではないの

ですか。 

回 答：２月の会議の時にご意見をいただきまして、市教委から配信する方法に 

変更しました。至急確認し対応します。 
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５ 協議事項 

 (1)委員長及び委員長代理の互選について 

  設置要綱第５条第１項および第３項の規定により行い、次のとおり決定した。 

   委  員  長：小島 佐和子  委員 

   委員長代理：清水 幸美     委員 

(2)令和６年度実施状況調査結果及び令和７年度活動目標（案）について 

令和６年度における子ども読書関係機関の実施状況調査結果の報告、及び事務

局で設定した令和７年度の活動目標（案）の説明を行い承認された。 

実施状況調査結果及び活動目標は後日、市内の子ども読書関係機関へ紙面にて

周知する旨を説明した。 

【意見・質問】 

Ｂ 委 員：令和６年度の実施状況調査アンケートは、前年度中に行っていただいて 

良かったと思いますが、一学期が終わり、二学期に入る７月のところで 

目標が示されるのは時期的にどうかと思いました。 

回 答：今年度は、委員の改選とアンケートの集約に時間がかかってしまいまし 

た。 

委 員 長：今後は開催時期についても気にしてほしい。 

Ｂ 委 員：子育て支援センター・児童センター・放課後児童クラブの『どこでも図 

書館』がすごくいいなと思ったのですが、中野市にどこでも図書館が何 

か所あって、誰でも使っていいのか、規定があるのか知りたいです。 

回 答：どこでも図書館というのは図書館で実施していまして、以前に学校の統 

廃合で学校が減り、各図書室で使わなくなった本を集めました。そして、 

その本をどう貸出をするかという時に、図書館の本となると、何かあっ

たら弁償をしてもらわなければいけなくなるということもあり、弁償せ

ずに自由に使えたら良いというという観点から、市内の保育園や子育て

支援センターなどに限って、本を利用しますかと声をかけさせてもらっ

ています。現在、保育園が６園、子育て支援センターが２か所、児童セ

ンターが２か所の計６か所の申込をいただいていておりまして、定期的

に本を入れ替えて貸出をしています。名前は『どこでも図書館』ですが、

保育園、子育て支援センター、児童センター、放課後児童クラブに限ら

せていただいて貸出を行っております。なお、以前は、北信北信総合病

院にも本を置いていましたが、現在は休止しています。 

Ｂ 委 員：県立図書館と提携している『旅する本棚』というのもあり、そんな取り 

組みも良いのかなと思いお伺いしました。 

Ｃ 委 員：家庭読書週間というのがありますが、実際、自分の子どもが小中学生 

ではないので、こういうものがあるというのも全然知らなくて、お聞き

します。現状、どのようかたちで行われていて、これをやったらこんな

良さや成果があったよとか、この部分はなかなか難しいよとか。その辺

をお伺いしたいです。大事な活動であるだけに、実際、どのように行わ

れているのかお聞きしたいです。 

回 答：家庭読書週間につきましては、毎月、その期間に合わせて、音声告知放 

送、文字放送、子育てアプリ等を通じて周知し、ご家庭で本に触れる機
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会を作るようにしています。併せて、本の紹介もさせていただいていま

す。また、４月には、国で定めた子ども読書の日というのもありますの

で、一緒に周知をさせていただいております。 

委 員 長：学校の現場としてはどうですか。こんな風にやってようであるとか。 

Ｂ 委 員：私は平野小学校で勤務しておりますが、『うちどくの日』というのを今 

年度から、全校で取り組もうということで実施しています。うちどくと 

いうのは何年か前に全国的にブームになったと思いますが。平野小学校 

では、昨年度は夏の読書週間にカードを用意して実施しました。その取 

り組みを年間通じて、中野市が実施している家庭読書週間に合わせて、 

第４土曜日にキャラクターを作って、うちどくの日をアピールし、学期 

ごとに振り返りをして、図書館だよりや学年だよりに反映させたりして 

いけたらと思います。また、いろいろ取り組みの差はありますが、読む 

だけではなく、読むことがコミュニケーションに繋げていけたらと思 

います。 

委員長代理：市立図書館のアンケート結果について、教えていただきたいのですが、 

『子どもの読書を支える人の育成や支援』とありますが、どういう内容 

でしょうか。また、『活字による読書が困難な子どもへの支援』とはど

ういう内容でしょうか。 

回 答：『子どもの読書を支える人の育成や支援』については、図書館見学で小 

学校や保育園、高校はオリエンテーションの場所として活用してもらい 

ました。また、中学生については、職場体験として受け入れたり、高校 

生については、インターンシップとして受け入れたりしました。次に『活 

字による読書が困難な子どもへの支援』についてですが、紙での読書が 

難しい方向けに、サビエ図書館があります。これは、通常の読書が困難 

であるということが証明できれば、インターネットで電子図書の状態に 

することも可能ですし、点字しか読めないのであれば、点字へのデータ 

の書き出し、もしくは、現物を郵送で貸してくれるというものでありま 

す。市立図書館はこのサビエ図書館の受付窓口となっていまして、利用 

申込があれば、資格の確認をさせていただいて、利用登録を行って本を 

借りていただいています。 

委 員 長：読み聞かせボランティアの支援は、図書館の項目でよいですか。 

回 答：市立図書館の取り組みの中に含まれると思います。 

委 員 長：市立図書館で読み聞かせボランティアの支援をしてもらえるとありがた 

いです。 

Ｂ 委 員：図書館の項目の中の『子どもの読書を支える人の育成や支援』がボラン 

ティア支援に関わる部分だと思うので、そこは充実させなければいけな

いと思います。今、ボランティアをしている人が永遠に続くわけではな

いので、次の人を育てていかないといけないと思います。 

Ｂ 委 員：令和６年度と令和７年度の目標がすべて同じになっています。学校関係 

しか私は見てないのですが、先ほどお話をしたように平野小学校は今

年、うちどくを学校目標として取り組もうとしています。これは全ての

学校の目標ではないし、それは各学校に任されることであると思います

が、令和７年度の活動目標を『家庭での読書の推進』とされても少し違
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うかなという部分は感じます。例えば、平野小学校では、『学校図書を

利用して学習活動の充実』を行っていますが、中身を充実させたいとい

う部分があります。また、授業で図書館利用というのは難しい部分もあ

るのが現状です。アンケートをから取ると、どうしてもこのような目標

になってしまうかなとは思いますが、今後、目標や計画を立てる時に、

今のような形でよいのか、また、問題があるとすれば、そこはより改善

していければいいなと思います。 

委 員 長：現場の先生方からすれば、とても大変な部分かなと思います。子どもに 

読書をして欲しいというのが、この会の目的です。また、よろしくお願

いします。 

委 員 長：先ほど周知をする手段として、音声告知放送がありましたが、音声告知 

放送は終了すると思いますが。 

回 答：今年度で終了しますが、ライフビジョンという周知をするためのスマー 

トフォンアプリへシフトしていきます。 

委 員 長：それでは、今までよりももっと多くの方に知ってもらえるということで 

いいですか。 

回 答：まだ、登録件数が少ないのは事実ですが。 

委 員 長：来年の３月までには件数を増やしていただければと思います。 

回 答：いろんな方法で周知していきたいと考えておりますので、ご協力をお願 

いできればと思います。 

委 員 長：このように活動目標を定めましたが、それそれぞれのところで、いろい 

ろなものが違うと思います。これは良くてこれはダメという事はありま 

せんので、それぞれのところで生かして読書活動を推進していただけれ 

ばありがたいと思います。 

 

６ その他 

  特になし 

 

７ 閉会  

  生涯学習課長 
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中野市子ども読書活動推進連絡会議委員名簿 委員名簿 

（任期 令和７年５月１日から令和９年４月30日） 

氏名 選出区分 所属団体等 備考 

小島 佐和子 読書ボランティア おはなし♡びっくりばこ 出席 

清水 幸美 読書ボランティア ＪＰＩＣ読書アドバイザー 出席 

戸島 裕司 教育関係者 教育委員会事務局学校教育課 出席 

西澤 由里恵 教育関係者 中野平中学校 出席 

中村 仁志 教育関係者 平野小学校 出席 

丸山 萌葉 教育関係者 中野中央幼稚園 欠席 

岩本 多津子 保育関係者 ひよこ保育園 出席 

小林 武志 保育関係者 子ども部保育課 出席 

萩原 広美 保育関係者 
子ども部保育課 

（松川保育園） 
出席 

涌田 公義 子育て関係者 子ども部子育て課 出席 

町田 義文 図書館関係者 中野市立図書館 出席 

小林 薫 図書館関係者 中野市立図書館 出席 

関 江里子 公募に応じた市民  出席 

宇田 ほづみ 公募に応じた市民  出席 

 


